
リアルタイム翻訳ツール

製品紹介
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製品の特徴

Teams、Zoomなど様々なWeb会議ツールに対応

国内大手企業における多数の実績

変換辞書の提供（日本語、英語）
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リアルタイム翻訳ツールの利用イメージ
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製品概要の説明
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◼製品名：

リアルタイム翻訳ツール

◼製品概要：

Face to Face での会議、Microsoft Teams、Zoom、Cisco Webex、
その他の Web会議ツールなどで話した内容をリアルタイムにテキスト翻訳、文
字起こしします。



デスクトップ版

主催者のPCにインストールするだけで、主催者だけでなく、リモートから
Web会議ツールに参加する全ユーザの文字起こしと翻訳を実現

5
©2022 Fairuse Inc. All Rights Reserved



Microsoft Teams版

Teamsアプリとして登録され、ブラウザーでも利用が可能
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ブラウザー版

Chrome または Chromium版Edge にてご利用可能
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システム要件
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システム要件
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データの二次利用について
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本製品は、 マイクロソフト社が有償で提供している
翻訳API を利用しているため、データの二次利用は
されません。

このため会議中でも安心して機密情報を話すことが
できます。

各データの扱いについて
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※無償で提供している翻訳API を利用する場合は、 データが二次利用される
可能性が高いです。プライバシーポリシーのご一読をお勧めいたします。
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専門用語辞書(日本語、英語)の機能について
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専門用語辞書(日本語、英語)の機能について

AIだけでは正しく認識・翻訳がされない
業界専門用語および企業専門用語に対応します。
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通訳とリアルタイム翻訳ツールの比較
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通訳とリアルタイム翻訳ツールの比較 ①
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通訳 リアルタイム翻訳ツール

導入費用 新規採用の場合：
求人エージェントに年収の35％
(100万～280万円）

約30万～210万のコスト削減

継続費用 正社員（既卒）の場合：
経験者300万～800万円/年 + 福利厚生

スポットでの契約：
1時間で業界最低2.5万円
文字起こしは別途1.5万円

約225万～800万円のコスト削減

費用面では通常の通訳採用より
初年度は約255万円～1010万円の経費削減可能。
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通訳 リアルタイム翻訳ツール

同時対応 業務担当/通訳者の資質に依存
・長時間の学習が必要
・文字起こしの作成には別途作業が必要

AIによる安定的な品質
・即時翻訳
・会話履歴もリアルタイムに自動作成
・単語登録・Custom Learning可能

対応言語 業務担当/通訳者の資質に依存
・（一般）2国言語
・（上級者）3国言語+α

AIの精度向上に依存
・認識言語：101言語
・翻訳言語： 89言語

導入期間 新規採用の場合：
数ヶ月～半年間/1年間

※求人サイト（エージェント交渉）→求人票作成→応募者集め→
書類選考→面接選考（筆記試験）→採用→試用期間/OJT研
修→本番

お問い合わせから最短5営業日でご利用開始
可能

無償トライアルにてご検証ください。

機能の充実、ユーザビリティ
導入期間が短い
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通訳とリアルタイム翻訳ツールの比較 ②



導入までの流れ
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導入までの流れ

お打ち合わせ

•ご利用の目的・シーン (海外支店や顧客との会議、視聴覚障がい者との会議、議事録作成のための文字起こし など)

•ご利用されたいメインの言語 (日本語、英語、韓国語 など)

•ご利用環境 (会議室、自席、会議で使用されるマイク、パソコン環境(Windows/Mac OS))

•ネットワーク環境(PROXY設定)

トライアル準備

•ヒアリングシートの記入 (トライアル実施対象者、導入目的、利用環境 など)

•IT 管理者のご担当者様と調整 (PROXY設定、ファイヤーウォール設定、パソコン/Macなど)

トライアル開始

•無料トライアルの開始 (トライアル期間 2週間)

※ トライアルができる環境設定 (御社 IT管理者様と弊社担当者間で調整)

※ 最適なエディションを選択

ご契約

•取引口座の確認

•契約のお手続き

•翻訳エンジンのキーの発行 (御社 or 弊社)

※弊社側で翻訳エンジンのキーを発行する場合は、利用時間のパッケージを事前にご購入いただく必要がございます。

導入・展開

•インストーラー、マニュアルの提供

•ユーザーへの展開

約1~2時間

約5営業日

約14営業日

約5~10営業日

約3~10営業日
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